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photo 　在校生合唱「心の中にきらめいて」を聴き、涙する卒業生（第一中学校卒業式）

Pick Up Topics

平成 24年度卒業式
六ヶ所村異文化交流フェア 2013
宮城県気仙沼市からの震災がれ
きの受け入れが始まりました

Rokkasho Rock Festival vol.5

瞳の見つめる先に想いを巡らせて
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Pick Up 
Topics 1

た
」
と
送
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
の
小
関
一

平
く
ん
が
「
こ
れ
か
ら
大
変
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
仲
間
を
信
じ
、
助
け
合
え
ば

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
前
進
し

て
い
き
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
３
月
で
閉
校
を
迎
え
る
平
沼
小
学

校
（
鈴
木
浩
校
長
）
で
は
８
人
、
倉
内
小

学
校
（
木
村
文
則
校
長
）
で
は
５
人
の
最

後
の
卒
業
生
が
19
日
、
学
び
や
と
の
別
れ

を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

平
沼
小
学
校
で
は
、
鈴
木
校
長
が
式
辞

で
「
皆
さ
ん
は
い
つ
も
明
る
く
努
力
す
る

子
ど
も
た
ち
で
将
来
が
本
当
に
楽
し
み
で

す
。
大
い
に
夢
あ
る
希
望
を
語
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
一
人

一
人
に
語
り
か
け
ま
し
た
。
式
典
の
最
後

に
は
、
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
へ

涙
な
が
ら
に
感
謝
の
手
紙
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。

　

倉
内
小
学
校
で
は
、
木
村
校
長
が
「
皆

さ
ん
に
は
本
校
の
校
訓
『
師
に
学
び　

親

に
学
び　

友
に
学
ぶ
』
と
い
う
言
葉
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
。
優
し
く
強
く
成
長
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

1_ 卒業証書を受け取る卒業
生（平沼小）　2_ 力強く答
辞を述べる中村慎くん（六
高）　3_ 卒業生一人一人が
在校生、保護者、先生そし
て仲間たちに感謝の思いを
語った（一中）　4_ 退場時、
恩師との別れを惜しむ卒業
生（六高）　5_ 柴垣校長か
ら卒業証書を受け取る卒業
生（六高）　6_ 卒業生たち
が思いを語る場面では、涙
する保護者や在校生の姿が
見られた（一中）

　

３
月
、
村
の
小
中
高
で
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
、
２
６
９
人
の
卒
業
生
が
恩
師
や
共

に
過
ご
し
て
き
た
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
学
び
や
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
高
校
（
柴
垣
博
孝
校
長
）
で
は

１
日
、
卒
業
生
59
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
辞
で
柴
垣
校
長
は
「
人
は
人
の
た
め

に
生
き
て
こ
そ
人
に
な
り
、
群
を
知
り
、

足
る
を
知
る
。
い
ろ
ん
な
人
と
の
交
わ
り

を
大
切
に
切
磋
琢
磨
し
、
自
分
を
磨
き
鍛

え
て
ほ
し
い
」
と
卒
業
生
を
激
励
。
在
校

生
を
代
表
し
て
２
年
の
鳥
山
諒
く
ん
が

「
最
後
ま
で
挑
戦
す
る
こ
と
を
諦
め
ず
、

勇
気
を
も
っ
て
前
に
進
み
続
け
て
く
だ
さ

い
」
と
送
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
代
表
の
中

村
慎
く
ん
が
「
い
い
も
の
を
作
ろ
う
、
大

き
な
成
功
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

失
敗
は
つ
き
も
の
。
そ
れ
を
恐
れ
ず
一
歩

一
歩
前
に
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は

六
ヶ
所
高
校
が
母
校
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
、
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い

き
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
一
中
学
校
（
水
木
恵
一
校
長
）
で
は
、

８
日
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
29
人
の
卒
業

生
が
学
び
や
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

水
木
校
長
は
式
辞
で
「
皆
さ
ん
の
前
途

に
あ
る
た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
、
皆
さ
ん

の
幸
せ
や
自
己
を
高
め
る
こ
と
に
結
び
付

く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
は
な
む
け
の

言
葉
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
在
校
生
代

表
の
高
田
晴
輝
く
ん
が
創
立
50
周
年
式
典

や
卒
業
生
と
の
思
い
出
に
ふ
れ
「
皆
さ
ん

は
気
持
ち
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
、
大
き

な
力
を
生
む
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

7_ 感謝を込めて、澄み切った歌声を響
かせる卒業生（倉内小）　8_ よみがえる
思い出に涙を浮かべて歌う卒業生（平沼
小）　9_ 在校生に見送られ最後のあいさ
つを交わす卒業生たち（倉内小）

巣
立
つ
学
び
や
に

　
　
想
い
を
馳
せ
て

村
内
の
小
中
高
で
卒
業
式

１

３ ２

６

７

８

９

４

５
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六ヶ所トピックスRokkasho Topics

互いの思考を見て対話楽しむ
一中でマインドマップ研修講座

　第一中学校（水木恵一校長、生徒 82 人）の１・２年生と教職員、
そして保護者を対象に２月 19 日、小

こ ど ま り

泊小学校の前田昌顕校長
を講師に迎え、マインドマップ研修講座が開かれました。
　マインドマップとは、Ａ４以上の無地紙の中央にイラストを
描き、放射状に伸ばしたブランチ（枝状の線）に沿って関連し
た言葉を書き出して思考を視覚化したもの。互いに書いた考え
を見合うことで生まれる対話力の大切さを感じてほしいと企画
されました。始めに「私の好きなもの」をテーマに基本的な書
き方を学んだ後、グループで学校についてのマップを作り、お
互いの思考を見合い、表現することを楽しんでいました。
　２年の白山夢成さんは「１つの言葉から連想するのが苦手
だったけど、スラスラ書けて楽しかった。普段の学習に生かし
てみたい」と話していました。

自由に、楽しく、リラックスしながら
カラフルな色づかいでマップを描く生徒たち

温もりと安らぎのまちづくりを
第 26 回六ヶ所村社会福祉大会

　村社会福祉協議会による第 26 回六ヶ所村社会福祉大会が２
月 20 日、文化交流プラザ「スワニー」で開催され、村内の福
祉事業関係者や老人クラブ会員など約 200 人が出席しました。
　大会では、社会福祉協助者などの授賞式が行われた後、青森
大学社会学部社会福祉学科の船木昭夫教授が『家族、職場、近
所の人々とのよりよいコミュニケーション』と題し、人と良い
関係性を作るコツについて講演しました。〈受賞者は次のとお
り：敬称略〉【表彰の部】〈社会福祉施設従事者〉吉田誠子、福
澤直、小泉貴宏、坂本奈津美、辻浦未来【感謝の部】〈社会福
祉協助者〉但馬哲夫、野田泰夫、原燃輸送㈱六ヶ所輸送事業所（林
義次常務取締役所長）、むつ小川原石油備蓄㈱六ヶ所事業所（櫻
井公一取締役所長）、三葉流秀寿の会（三葉秀寿家元）、花美流
道舞会（橋本道郎会主）、泊中ボランティア部【青森県共同募
金会長表彰　感謝の部】日本原燃㈱、葛西満永

船木教授㊨は「小さなことでもお互いを褒め合って」と講演。出
席者たちは照れながらもお互いを褒め合い、笑顔を見せていた

「４月元気に学校で会おうね」
千歳平小１年と保育園児が交流深める

　千歳平小学校（蛯名俊一校長、児童 83 人）１年生と千歳平
保育所園児の交流会が 2 月 19 日開かれ、この春入学する『ぞ
う組』の６歳児園児 13 人が同小を訪れました。
　１年生の生活科の授業で実施されている交流会は、園児には
学校に慣れてもらうこと、児童には進級の期待や責任を感じて
もらうことを目的に毎年行われています。児童たちは、園児と
手をつなぎ校内を案内。その後、１年教室では児童が準備した
手作りのお店屋さんが開かれ、園児たちは輪投げやけん玉など
の遊びを楽しみました。最後に１年生を代表して佐藤冴香さん
が「4 月に元気に学校にきてください」とあいさつしました。
　千歳平保育所の織笠千鶴子先生は「園児たちは 1 年生にな
るのを楽しみにしています。この交流会で学校への期待がより
膨らんだと思います」と話していました。

手をつなぎ仲良く校内を見学する児童と園児

より充実した地域の学校へ
六高のキャリア教育が文部科学省表彰

古川村長㊨に表彰を報告した柴垣校長㊧と尾崎教諭㊥

受け継いだ歴史に感慨深く
第 10 回新山権現保存会民俗芸能発表会

　六ヶ所村無形文化財「新山権現保存会」が主催する民俗芸能
発表会が２月 24 日、千歳平地区体育館で行われ、会員が勇壮
なる舞を披露しました。
　同発表会は芸能の保存・育成をさらに充実・発展させる一環
として２年に１回開催。この日は、あいにく猛吹雪の悪天候で
したが、郷土の舞を待ち望んだ多数の地域住民が詰め掛けまし
た。祖先から伝承される力強い舞に客席からは祝儀や拍手が盛
んにおくられました。同会の佐藤石五郎会長は「新山権現保存
会を立ち上げてから早いもので 28 年。新納屋獅子舞は 97 年。
この歴史の重さを考えますと感慨ひとしおです」とあいさつし
ました。また、発表会 10 回目の節目に長年保存活動に尽力し
た５人が表彰されました。＜表彰者は以下のとおり（敬称略）
＞小泉喜久、田中峯太郎、鳥谷部勝三郎、小泉鉄雄、小泉操

躍動感あふれる権現舞を披露

生徒たちへ「ありがたい」
泊中ボランティア部雪かき実施

１階の高さほどある重い雪を力強くかく生徒たち

　泊中ボランティア部（小山田晋弘校長、生徒 112 人）による『第
２回冬の雪かき大作戦！』が２月 27 日、泊地区で行われ、１・
２年生 79 人が地域の雪かきを実施しました。
　生徒たち自らが高齢者宅などの雪かきをすることで、地域と
の交流を深め、貢献したいと昨年度から実施しています。
　雪かきしてほしい家を２月上旬から募集し、要望のあった高
齢者宅など６軒と泊中学校下の階段など８カ所に分かれ、雪か
きをしました。雪かきしてもらった人は「身体の調子が悪いの
でとても助かります」「やってもらえて本当にありがたい」と
感謝。板垣好乃花生徒会長は「地域の人に感謝する気持ちで雪
かきを企画しました。新生徒会としての活動で不安な気持ちも
あったけど、みんな一生懸命やってくれて良かった」と充実し
た表情で話していました。

　六ヶ所高等学校（柴垣博孝校長、生徒 177 人）が２月 19 日、
平成 24 年度のキャリア教育優良学校として文部科学大臣表彰
を受賞し、28 日村長室で、古川健治村長に受賞を報告しました。
　平成 23 年度に県から「明日へはばたけあおもりっ子キャリ
ア教育推進事業」の指定を受け、千歳小・中と連携しながら教
育活動を行ってきた同校。この度の表彰は、仕事のやりがいや
大変さを聞ける村内企業研究会や、３年生生徒が中学校で自ら
の進路活動を発表する進路活動発表会などを行い、お互いの意
識を高めるなどの意欲的な教育活動が認められたものです。
　古川村長は「この表彰を糧に、より充実した学校活動をして
ほしい」と、柴垣校長は「学校にとっても、村と県にとっても
名誉あること。今後とも地域、世の中に貢献できる若者を育て
ていきたい」と受賞の喜びを話していました。
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六ヶ所村異文化交流フェア 2013

　

村
内
在
住
の
外
国
人
が
自
国

の
文
化
を
紹
介
す
る
「
六
ヶ

所
村
異
文
化
交
流
フ
ェ
ア

２
０
１
３
」
が
２
月
24
日
、
文

化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

で
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
人
の

来
場
者
が
世
界
各
国
の
文
化
や

料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
韓
国
、中
国
、

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
日
本

の
12
カ
国
。
ブ
ー
ス
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
民
族
衣
装
や
小

物
な
ど
が
飾
り
付
け
ら
れ
、
自

慢
の
料
理
が
種
類
豊
富
に
並
び

ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
の
紹
介
は
、
各
ブ
ー

ス
の
外
国
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
言
葉
で
料
理
な
ど
を
紹
介
し

自
国
の
言
葉
を

会
場
に
伝
え
て

い
ま
し
た
。
今

年
の
試
食
会

は
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
で

料
理
を
受
け
取

る
こ
と
で
、
多

く
の
来
場
者
に

試
食
が
行
き
渡

る
よ
う
に
工

夫
。
来
場
者
は
「
ど
の
料
理
も

お
い
し
い
。
イ
タ
リ
ア
の
コ
ー

ヒ
ー
は
食
後
に
最
高
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
韓
国

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
と
交
流
の
あ
る
六
ヶ
所

高
校
が
「
よ
さ
こ
い
」
で
華
を

添
え
ま
し
た
。
つ
づ
く
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
で
は
「
外
国
人
の
ど

自
慢
大
会
」で
ユ
リ
ア
さ
ん（
ロ

シ
ア
）、
美
雪
さ
ん
（
中
国
）、

ジ
ャ
ッ
ク
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）

が
自
慢
の
歌
声
を
響
か
せ
、「
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
」
は
講
師
の
ヴ
ィ

ア
ネ
イ
さ
ん
（
ス
ペ
イ
ン
）
と

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室
の
生
徒
が

息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

日
本
ブ
ー
ス
で
は
、
恒
例
の

餅
つ
き
が
行
わ
れ
る
と
会
場
に

は
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り
が
で

き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
餅
つ
き
体
験
を
楽
し
み
ま
し

た
。
大
ト
リ
の
寸
劇
「
水
戸
黄

門
～
バ
レ
ン
タ
イ
ン
騒
動
～
」

は
、
水
戸
黄
門
役
（
ジ
ャ
ッ
ク

さ
ん
）、
バ
カ
殿
役
（
ト
マ
ス

さ
ん
）、
前
田
敦
子
役
（
ジ
ュ

ゼ
ッ
ペ
さ
ん
）
を
中
心
に
15
人

の
キ
ャ
ス
ト
が
コ
メ
デ
ィ
劇
を

繰
り
広
げ
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

　

終
盤
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
、
各
国
の
お
菓
子
や
お
土
産

セ
ッ
ト
が
当
た
る
と
あ
っ
て
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

来
場
者
の
投
票
で
決
ま
る
Ｍ

Ｖ
Ｂ
（
最
優
秀
ブ
ー
ス
賞
）
は
、

そ
ば
が
大
好
評
だ
っ
た
日
本
が

選
ば
れ
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
（
最
優
秀
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
）
は
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
完
成
度
が
高
か
っ

た
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
が
見
事
選
ば

れ
ま
し
た
。

Pick Up Topics 2

→❷トラックから分
　別作業場へ降ろさ
　れた災害がれきを

再度測定する

トラックでがれきを運搬

宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら
震
災

が
れ
き
（
災
害
廃
棄
物
）
の

受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま
し
た

Pick Up Topics 3

積み込み（気仙沼市）

陸上運搬

➡

分別作業

➡

放射線
測定

➡

放射線
測定

➡
➡

放射線
測定

村一般廃棄物
最終処分場

埋め立て処分

コンクリート
殻など不燃物

六ヶ所村内分別場

➡

中間処理

リサイクル

➡

放射線
測定

❷手作業で分別

❸埋め立て処分します

❶分別場に到着したトラッ
クに汚染がないか、車体表

面の放射線を測定

12 カ国のブースをまわって
世界中を旅しよう！

1

2

❸

フェア参加者に各国の料理が試食できる
パスポートが配られました

4

5

6

1・2_ 入国手続き（スタン
プラリー）を済まし、いざ
試 食　3_ ス ペ イ ン の 代 表
料 理 パ エ リ ア（ ス ペ イ ン
ブース）　4_ ブース紹介で
はジュリアンさんが英語で
母国を紹介（アメリカブー
ス）　5_ 息の合ったチーム
ワークで会場を惹き付ける
ベ リ ー ダ ン ス　6_ 外 国 人
の独特な日本語が笑いを誘
う「水戸黄門」

　

平
成
25
年
３
月
11
日
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
っ
た

こ
の
日
。
村
で
は
庁
舎
に
半
旗

を
掲
げ
、
防
災
行
政
用
無
線
で

村
の
皆
さ
ん
に
黙
祷
を
呼
び
か

け
、
震
災
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た

人
々
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
３
日
後
の
３
月
14
日
、
宮

城
県
気
仙
沼
市
か
ら
村
へ
震
災

が
れ
き
（
災
害
廃
棄
物
）
の
搬
入

が
始
ま
り
、
村
内
の
分
別
場
へ
大

型
ト
ラ
ッ
ク
３
台
分
約
20
ト
ン

が
試
験
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
け
入
れ
は
、
平
成
24

年
７
月
に
気
仙
沼
市
か
ら
震
災

が
れ
き
の
受
け
入
れ
要
請
が
あ

り
、
①
村
、
②
青
森
県
、
③
気

仙
沼
市
、
④
宮
城
県
―
の
４
者

で
25
年
１
月
30
日
に
取
り
交
わ

さ
れ
た
合
意
書
に
基
づ
く
も

の
。
本
年
８
月
31
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

現
在
気
仙
沼
市
に
は
約

74
万
３
千
ト
ン
の
震
災
が
れ
き

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
村
へ
は
①

コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
、
②
壁
材
、

③
断
熱
材
、
④
ガ
ラ
ス
陶
器

類
、
⑤
石
類
―
な
ど
が
６
千
か

ら
１
万
ト
ン
搬
入
さ
れ
ま
す
。

　

村
で
の
処
理
手
順
は
次
の
と

お
り
で
す
。

❶
分
別
場
へ
運
搬
し
て
き
た
ト

ラ
ッ
ク
表
面
の
放
射
線
測
定
を

し
ま
す

❷
そ
の
値
が
基
準
値
以
内
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
分
別
場
で

再
利
用
可
能
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

殻
と
不
燃
物
に
手
作
業
で
分
別

し
ま
す

❸
こ
の
う
ち
不
燃
物
を
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
へ
埋
め
立
て

処
分
し
ま
す

❹
放
射
線
測
定
結
果
に
つ
い
て

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
き
ま
す

❺
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
な
ど
は
、
村

内
の
民
間
の
中
間
処
理
施
設
で

処
理
さ
れ
、
再
利
用
さ
れ
ま
す

　

震
災
が
れ
き
は
、
被
災
地
支

援
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
安
全
確

保
と
環
境
に
影
響
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
上
で
受
け
入
れ
を

承
諾
し
ま
し
た
。

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

は
、
今
ま
で
と
変
わ
り
な
く
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

＜　震災がれきの処理手順　＞
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　・ｌｇＡ腎症　　　　・亜急性硬化性全脳炎
　・アジソン病　　　　・アミドロイド症
　・パーキンソン病　　・アレルギー性肉芽腫性血管炎
　・バージャー病　　　・肺動脈性肺高血圧症
　・プリオン病　　　　・ベーチェット病
　・ミトコンドリア病　・メニエール病
　・もやもや病　　　　・関節リウマチ　　　　　他　全 130 疾患

村内在住の下記の疾患により障がいがある人・児童
（児童とは 18 歳未満）

　稀少で、原因不明、治療方法が未確立であり、長期にわたる支障が
ある疾病のことをいいます

下記の必要書類をご持参し役場福祉課へ申請してください
　①対象疾患と分かる証明書など（特定疾患医療受給者証など）
　②印鑑　　③保険証

＊サービスを利用するにあたり、面接による認定調査、相談員によるサー
　ビス利用計画（案）が必要となります。その後、サービス利用計画（案）
　をもとに村で支給決定をします

＜障がい福祉サービス＞
　・短期入所　　　　　　　・居宅介護
　・デイサービス　　　　　・補装具の給付　など

＜地域生活支援事業＞
　・日常生活用具の給付　　・相談支援　
　・移動支援　　　　　　　・訪問入浴　など

申請者および配偶者（児童の場合は住民票による世帯）の所得により
算定します

　詳細については、下記担当者までご連絡ください
　問福祉課　☎ 0175（72）2111（内線 136）

　難病とは?

　対象となる人は?

　手続き方法は?

　　利用できるサービスは?

　　自己負担額は?

information

自立支援医療（育成医療）の
申請先が変わります

　平成 25 年４月から自立支援医療（育成医療）
の申請手続きは、上十三保健所から役場福祉課と
なりました。難病疾患を抱える皆さんへ

　平成 25 年４月に施行された『障がい者総合支援
法』により障がい者の範囲に難病などが加わり、身
体障がい者手帳を持たない難病疾患の人も障がい福
祉サービスが利用できるようになりました。

心身に障がいのある児童またはそのまま放置すると将来障がいを残す
と認められる疾患のある児童が、その障がいを除去・軽減する効果が
期待できる手術などの治療を行う場合の医療費を一部公費負担する制
度です

下記の必要書類をご持参の上、役場福祉課へ申請してください
　①自立支援医療（育成医療）意見書（担当医師作成）
　②被保険者の保険証　　③印鑑
＊内容により必要書類が違いますので、事前に確認してください

月額の自己負担額（世帯の所得により算定）
■上限額　０円、2,500 円、5,000 円、10,000 円、20,000 円

＊所得の状況により対象とならない場合もあります

保護者が村内に在住し、18 歳未満の児童で下記対象となる障がいがあ
る児童、または現在の疾患を放置すると障がいを残すと認められる場
合

　　育成医療とは?

　　対象となる人は?

　　手続き方法は?

　　自己負担額は?

上記障がいがある人または将来
障がいとなる可能性のある人の
入院、通院による手術、理学療
法、補装具費治療

肢体不自由

上記障がいがある人または将来
障がいとなる可能性のある人の
入院、通院による手術および言
語療法

音声・言語そしゃく機能障がい

中心静脈栄養を実施する入院、
通院による手術

小腸機能障がい

視野障がいを含む上記障がいが
ある人または将来障がいとなる
可能性のある人の入院、通院に
よる手術

視覚障がい

手術により将来生活能力を得る
見込みのある人に限る（ペース
メーカー埋め込み、交換手術を含
む）入院、通院による手術

心臓機能障がい

手術により将来生活能力を得る
見込みのある人に限る入院、通
院による手術

肝臓機能障がい

上記障がいがある人または将来
障がいとなる可能性のある人の
入院、通院による手術

聴覚・平衡機能障がい

人工透析療法による入院、通院
または腎移植術による手術

腎臓機能障がい

鎖肛・巨大結腸症の排便訓練お
よびストマ（人工肛門）ケアの
手術による入院、通院（心臓、
腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸および肝臓機能障がいを除
く内臓障がいは、先天性に限る）

その他の内臓障がい

ヒト免疫不全ウイルスによる上
記障がいがある人または将来障
がいとなる可能性のある人の入
院、通院による手術

免疫機能障がい

　　対象となる障がいは?
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　歳入は、「自主財源」と「依存財源」に分け
ることができます。自主財源とは、地方税をは
じめ、村が自主的に収入できるお金であり、ま
た依存財源とは、国や県から交付されるお金や
借金（村債）によってまかなったりするお金を
いいます。

1  歳入

単位：百万円

歳　入
25 年度 24 年度 年度比較

自
主
財
源

村税 7,354 6,858 496

繰入金 2,407 478 1,929

諸収入 749 340 409

その他（自主） 285 293 △ 8

依
存
財
源

国庫支出金 4,680 3,059 1,621

県支出金 1,070 1,151 △ 81

村債 966 603 363

その他（依存） 249 238 11

歳入合計 17,760 13,020 4,740

　歳出は、「義務的経費」と「任意的経費」に
分けることができます。義務的経費とは、支出
が義務付けられ、任意に削減ができない経費で
あり、任意的経費とは村が任意に支出でき、ま
た村の意思によって削減できる経費をいいま
す。

2  歳出

歳出

25 年度 24 年度 年度比較
義
務
的
経
費

人件費 1,776 1,749 27

扶助費 542 519 23

公債費 481 429 52

任
意
的
経
費

物件費 2,008 2,075 △ 67

補助費等 2,336 2,150 186
繰出金 1,287 1,270 17

積立金 137 499 △ 362

普通建設事業費 8,910 4,063 4,847

その他 283 266 17

歳出合計 17,760 13,020 4,740

の
と
お
り
で
す
。

＊
村
の
会
計
に
は
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す

■
一
般
会
計　

行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費

を
計
上
し
た
会
計

■
特
別
会
計　

一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
会
計
（
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
な
ど
）

■
企
業
会
計　

民
間
企
業
の
よ
う
に
利
用
料

金
な
ど
の
収
益
で
運
営
し
て
い
る
会
計

　

25
年
度
の
村
の
一
般
会
計
は
昨
年
度

よ
り
47
億
４
千
万
円
（
前
年
度
比
36
・

４
％
）
増
の
１
７
７
億
６
千
万
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
の
７
特
別

会
計
の
合
計
は
31
億
９
９
０
３
万
５
千

円
（
前
年
度
比
△
４
・
９
％
）、
水
道
事

業
会
計
な
ど
の
３
企
業
会
計
は
合
計
で

16
億
７
０
９
１
万
２
千
円
（
前
年
度
比
△

１
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
5
一
般
・

特
別
・
企
業
会
計
別
〈
13
ペ
ー
ジ
〉
参
照
）

　

25
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
『
自
然
が
彩
る
豊
か

な
未
来
を
拓
く
躍
進
・
発
展
の
ま
ち
』
を

将
来
像
と
す
る
第
三
次
六
ヶ
所
村
総
合
振

興
計
画
を
核
に
据
え
、
そ
の
具
体
的
な
推

進
に
向
け
て
「
福
祉
の
充
実
と
防
災
の
強

化
並
び
産
業
振
興
予
算
」
と
し
ま
し
た
。

　

財
政
基
盤
の
確
立
と
、
公
正
で
透
明
性

の
高
い
行
政
運
営
を
基
本
に
し
た
同
計
画

の
７
つ
の
重
点
施
策
に
沿
っ
た
予
算
編
成

で
す
。

　

こ
の
７
項
目
の
施
策
に
沿
っ
た
予
算
は

「
3
重
点
施
策
別
の
主
な
事
業
〈
12
ペ
ー

ジ
〉」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
六
ヶ
所
村
当
初
予
算
が
３

月
12
日
、
村
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
と
は
、
村
の
１
年
間
の
収
入

（
歳
入
）
と
支
出
（
歳
出
）
の
計
画
で
す
。

25
年
度
の
１
年
間
に
ど
の
く
ら
い
の
収
入

が
見
込
め
（
歳
入
）、
何
に
い
く
ら
使
う

の
か
（
歳
出
）
は
下
表
（
1
歳
入
、2
歳
出
）

平成 25 年度六ヶ所村当初予算
177 億 6,000 万円

（前年度比　36.4％増）
25 年度の村の予算と使いみちをお知らせします

◎用語解説
■村税　皆さんが納める税金や会社の法人税など
■繰入金　各種基金などから一般会計へ繰り入れるお金
■諸収入　預金利子や村が貸与した貸付金の返済金など
■その他（自主）　公共施設の使用料、繰越金や分担金、
　負担金など
■国庫支出金　事業を行うための国からの負担金・補
　助金など
■県支出金　事業を行うための県からの負担金・補助
　金など
■村債　事業を行うために借り入れるお金
■その他（依存）　地方交付税、地方譲与税、各種交付
　金など

◎用語解説
■人件費　職員の給与や議会議員などの報酬など
■扶助費　法令に基づいて被扶助者に支給される経費
　子ども手当や医療扶助など
■公債費　事業を行うために借り入れたお金の償還金
■物件費　消耗品、臨時職員賃金や業務委託料など
■補助金等　各種団体等への補助金など
■繰出金　一般会計から特別会計等へ繰り出すお金
■積立金　各種基金へ積み立てるお金
■普通建設事業費　道路の整備や公共施設などの建設
　に要するお金
■その他　維持補修費、投資、出資、貸付金など

２ 

歳
出

３ 

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４ 

一
人
あ
た
り
の
予
算

５ 

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

１ 

歳
入

25
年
度 

当
初
予
算

２ 

歳
出

３ 

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４ 

一
人
あ
た
り
の
予
算

５ 

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

１ 

歳
入

25
年
度 

当
初
予
算
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3 重点施策別の主な事業4 一人あたりの予算

5  一般・特別・企業会計別

　一般会計歳出予算 177 億６千万円を村の人口 11,051 人（25
年２月28日現在）で割り、一人あたりの金額を算出しています。
　25 年度に、村民一人あたりに使われる金額は 160 万 7 千円
です。
　下記円グラフの費目別に、一人あたりの予算額と全体の予算

〈（　）内〉を掲載しています。

人口　11,051 円
（H25.2.28 現在）

会　計　名 25 年度当初予算額 24 年度当初予算額 比　較

一般会計 177 億 6 千万円 130 億 2 千万円 47 億 4 千万

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 11 億 9,212 万 5 千円 12 億 7,687 千円 △ 8,474 万 5 千円

後期高齢者医療特別会計 6,502 万 6 千円 5,857 万円 645 万 6 千円

国民健康保険特別会計（尾駮施設勘定） 7 億 4274 万 7 千円 6 億 5,522 万 9 千円 8,751 万 8 千円

国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定） 9,204 万 7 千円 1 億 582 万 8 千円 △ 1,378 万 1 千円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 8 億 9,632 万 8 千円 9 億 110 万 8 千円 △ 4,780 万円

定住促進特別会計 2,520 万１千円 2,520 万 1 千円 ０

土地区画整理特別会計 １億 8,556 万 1 千円 3 億 4,189 万 2 千円 △ 1 億 5,633 万１千円

企
業
会
計

水道事業会計 ５億 9,654 万 8 千円 4 億 7,881 万 9 千円 1 億 1,772 万 9 千円

農業集落排水事業会計 1 億 1,204 万 3 千円 1 億 1,454 万 5 千円 250 万 2 千円

下水道事業会計 9 億 6,232 万 1 千円 11 億 771 万 9 千円 △ 1 億 4,539 万 8 千円

合計 226 億 2,994 万 7 千円 180 億 8,578 万 1 千円 45 億 4,416 万 6 千円

長芋洗浄選別・貯蔵施設整備事業 11 億 9,298 万 8 千円
平沼二階坂農道整備事業 7,999 万円
倉内唐貝地農道整備事業 3,360 万円
土づくり有機堆肥購入助成 1,610 万 6 千円
漁業振興対策助成事業 2 億 4,831 万 5 千円
消費拡大助成補助金事業 6,500 万円

₁ 　　　地域の自立を支える
　　　多様な産業の振興と立地による

夢と活力のある産業づくり

尾駮保育所改築整備事業 10 億 6,524 万 1 千円
学校給食センター整備事業 9 億 3,920 万円
小・中学生海外体験学習事業 2,541 万 7 千円
奨学資金貸与事業 5,238 万円
村学習塾運営事業 1,719 万 5 千円
泊保育所改修事業 2,127 万 2 千円

２ 地域の個性を守り育てる
文化と人材育成による

個性あふれる人・文化づくり

（仮称）総合医療福祉施設整備事業 37 億 1,979 万円
障害者自立支援給付費事業 2 億 2,567 万 2 千円
各種健康診査・予防接種事業 9,383 万 5 千円
後期高齢者療養費給付事業 8,416 万円
乳幼児医療費給付事業 2,232 万円
屋内温水プール整備事業 7,712 万 8 千円

３ 住民の暮らしと健康を守る
福祉と医療の提供による

誰もが豊かに暮らせる健康づくり

防犯灯設置事業 452 万円
公共施設非常用発電システム整備事業

2 億 1,900 万 1 千円
飲料水兼用耐震性防火水槽設置事業 1 億 4,463 万 8 千円
防災情報システム増設事業 2,413 万 5 千円
北部上北広域事務組合負担金（消防） 6 億 2,633 万円

４  地域の安全を守る防災・消防
防犯体制の強化と充実による

災害の憂いをなくす安全づくり

家庭ごみ収集運搬業務委託 5,775 万 5 千円
河川維持事業 780 万円
再生可能エネルギー等導入促進事業 395 万 5 千円
し尿運搬業務委託 1,781 万 5 千円

５ 持続的な地域社会を構築する
生活・産業と環境の共生による

大切な自然を守る環境づくり

地域情報基盤運営・保守事業 8,195 万 9 千円
一般廃棄物処分場水処理施設改修事業 1 億 7,297 万 3 千円
千歳平１号・２号幹線改良整備事業 1 億 3,629 万円
豊原・睦栄地区老朽管更新事業 1 億 2,551 万 5 千円
西部処理区整備事業 1 億 9,274 万 3 千円

６ 地域社会の未来を拓き創る
都市基盤の充実と都市開発による

快適な暮らしを創る都市づくり

指定管理業務委託 3 億 5,410 万 8 千円
システム開発及び保守委託 4,929 万 2 千円７ 分権型社会に対応できる

行財政運営の推進による

時代に対応した行政組織づくり

２ 

歳
出

３ 

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４ 

一
人
あ
た
り
の
予
算

５ 

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

１ 

歳
入

25
年
度 

当
初
予
算

２ 

歳
出

３ 

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４ 

一
人
あ
た
り
の
予
算

５ 

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

１ 

歳
入

25
年
度 

当
初
予
算
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最高の夏休み！ 韓じてみよう、韓国
平成 25 年度高校生相互ホームステイ事業参加者を募集します

　

高
校
生
の
皆
さ
ん
、
韓
国

の
高
校
生
と
出
会
い
、
友
達

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
ま
で
と
は
全
く
違
う
夏

を
過
ご
し
て
、
新
し
い
自
分

を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
！

■
対
象　

六
ヶ
所
村
出
身
ま

た
は
六
ヶ
所
高
校
に
在
学
し

て
い
て
、原
則
と
し
て
派
遣
・

受
け
入
れ
と
も
に
可
能
な
家

庭
の
高
校
生

■
派
遣
先　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡

■
期
間

○
派
遣　

７
月
下
旬

○
受
入　

８
月
上
旬
（
３
日

間
程
度
）

■
募
集
人
員　

12
人

■
参
加
負
担
金　

３
万
円

■
申
込
期
限　

５
月
10
日
金

問
申
込
先　

国
際
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
73
）
８
５
７
５

ル
ロ
ン
タ
ン
（
牛
の
肉
と
骨

を
長
時
間
煮
込
ん
で
作
る

ス
ー
プ
）」
と
似
た
よ
う
な

感
じ
で
し
た
が
、
脂
っ
こ
い

味
だ
っ
た
の
で
全
部
は
食
べ

き
れ
な
か
っ
た
で
す
。
個
人

的
に
は
味
噌
ラ
ー
メ
ン
が
一

番
好
き
で
、
去
年
の
夏
、
札

幌
で
食
べ
た
味
は
今
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
ラ
ー
メ
ン
は
、
主

に
生
麺
を
使
っ
て
い
て
、
韓

国
と
比
べ
て
ス
ー
プ
の
味
が

刺
激
的
で
は
な
く
、
麺
以
外

に
も
肉
や
野
菜
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
材
料
が
入
っ
て
い
る

の
が
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
韓
国
で
は
主
に
イ

ン
ス
タ
ン
ト
麺
を
使
っ
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
の
ス
ー
プ
は

辛
い
で
す
。
韓
国
で
一
番
売

れ
て
い
る
ラ
ー
メ
ン
の
名
前

は
「
辛シ

ン

ラ
ー
メ
ン
」
で
、
そ

の
名
の
と
お
り
辛
い
で
す
。

　

私
の
周
り
の
日
本
人
を
見

る
と
韓
国
の
辛
い
ラ
ー
メ
ン

が
苦
手
な
人
が
多
い
で
す

が
、
い
つ
の
間
に
か
は
ま
っ

て
し
ま
う
の
が
「
辛
味
」
だ

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
ん
に
ち
は
。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
か

ら
の
派
遣
職
員
ホ
ン
・
ミ
ン

ギ
で
す
。
こ
の
文
を
書
い
て

い
る
今
も
、
六
ヶ
所
は
吹
雪

い
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
来
て

か
ら
想
像
を
超
え
る
ほ
ど
の

雪
を
見
ま
し
た
。
暖
か
い
春

が
と
て
も
待
ち
遠
し
い
で

す
。

　

突
然
で
す
が
、
世
界
的
に

愛
さ
れ
る
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
」
を
初
め
て
作
っ

た
国
は
日
本
で
す
よ
ね
。

１
９
５
８
年
の
チ
キ
ン
ラ
ー

メ
ン
が
、
世
界
初
の
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
だ
そ
う
で

す
。
今
日
は
、
ラ
ー
メ
ン
の

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
横
浜
の
し
ょ
う

ゆ
ラ
ー
メ
ン
、
札
幌
の
味
噌

ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
地
域
に

よ
っ
て
代
表
的
な
も
の
が
あ

る
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
福

岡
で
、
初
め
て
日
本
の
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
ま
し
た
。
食
べ

た
の
は
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン

で
、
見
た
目
は
韓
国
の
「
ソ

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

４
月
は
別
れ
の
時
期
で
も

あ
れ
ば
出
会
い
の
時
期
で
も

あ
り
ま
す
ね
。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
で
も

人
事
異
動
が
あ
り
、
仲
良
く

し
て
い
た
だ
い
た
方
が
異
動

し
て
し
ま
い
、
大
変
悲
し
い

で
す
。
で
す
が
、
新
し
い
出

会
い
も
あ
り
、
同
じ
部
署
に

な
っ
た
方
々
と
の
出
会
い
を

大
切
に
、
新
し
い
生
活
に
目

を
向
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
韓
国
生
活
も
１
年

に
な
り
、
言
語
に
も
な
じ
み

始
め
、
言
葉
が
分
か
ら
な
い

な
り
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
し
て
い
る
こ

と
は
、と
に
か
く
「
一
人
旅
」

を
す
る
こ
と
で
す
。

　
「
一
人
旅
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
？
」
と

首
を
か
し
げ
る
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
１
人
で
韓
国

各
地
へ
旅
行
へ
い
く
と
、
強

制
的
に
韓
国
語
を
話
さ
な
く

て
は
な
ら
ず
、
助
け
て
く
れ

る
人
も
い
ま
せ
ん
。な
の
で
、

教
科
書
に
は
無
い
韓
国
語
を

勉
強
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
韓
国
の
話
題
に
疎

い
私
で
も
「
週
末
○
○
へ
行

き
ま
し
た
」
と
会
話
の
糸
口

が
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
「
○
○
も
面
白
い
よ
」「
○

○
も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
会
話
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

戸
惑
い
な
が
ら
の
「
一
人

旅
」
で
す
の
で
、
金
銭
面
で

も
大
変
で
す
が
、
目
的
の
物

を
見
た
達
成
感
と
、
帰
っ
て

き
た
と
き
の
安
堵
感
は
心
地

よ
い
も
の
で
す
。

韓国の伝統的な建築物「韓
ハ ン ヤ

屋」は、
宿泊施設として利用しています

襄陽郡の海をバックに
（平成 24 年度）

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

　

毎
年
４
月
は
、
新
入
学

（
園
）
児
が
慣
れ
な
い
通
学
路

を
通
い
始
め
る
な
ど
、
子
ど

も
が
交
通
事
故
の
被
害
に
遭

う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
目
の
前
の
こ

と
に
夢
中
に
な
り
、
周
り
を

確
認
す
る
こ
と
な
く
急
に
走

り
出
す
な
ど
、
交
通
事
故
に

遭
う
危
険
性
が
非
常
に
高
い

た
め
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち

を
守
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

1
新
入
学
（
園
）
児
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
へ

○
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路

を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路

を
歩
き
、
道
路
の
正
し
い
歩

き
方
、
横
断
の
仕
方
、
信
号

機
の
見
方
な
ど
を
子
ど
も
の

目
の
高
さ
で
手
本
を
示
し
な

が
ら
、
正
し
い
歩
き
方
を
教

え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」

を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
直
感
的
・
感
覚

的
に
行
動
し
て
し
ま
い
ま

す
。
安
全
な
横
断
の
基
本
は

「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」

で
す
。
身
に
つ
く
ま
で
何
度

も
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

○
信
号
の
色
の
意
味
や
利
用
方

法
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　

横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
、

ど
の
信
号
を
見
る
の
か
、
押

し
ボ
タ
ン
式
信
号
は
ど
う
使

う
の
か
、
青
信
号
で
も
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
渡
る
と
い

う
こ
と
を
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

○
余
裕
を
持
っ
て
送
り
出
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　

忘
れ
物
を
し
た
り
、
出
が

け
に
怒
ら
れ
た
り
す
る
と
、

子
ど
も
は
そ
の
こ
と
ば
か
り

が
気
に
な
り
、
周
り
が
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

時
間
と
気
持
ち
に
余
裕
を
持

た
せ
、
一
声
か
け
て
送
り
出

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

2
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

○
住
宅
街
の
道
路
で
は
、
飛

び
出
し
に
注
意

　

子
ど
も
は
遊
び
に
夢
中
に

な
る
あ
ま
り
、
住
宅
の
塀
や

駐
車
場
の
車
両
の
陰
か
ら
突

然
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
右
・
左
折
時
は
側
方
に
も

注
意

　

子
ど
も
は
「
青
」
信
号
だ

と
油
断
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
横
断
歩
道
付
近
か
ら

斜
め
横
断
す
る
子
ど
も
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
横
断
し

て
い
る
子
ど
も
が
い
な
い
か

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
を
発
見
し
た
ら
反

対
側
に
も
注
意

　

道
路
を
歩
い
て
い
る
子
ど

も
を
見
つ
け
た
ら
、
反
対
側

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
を
挟
ん
で
反
対
側
の
歩

道
を
歩
い
て
い
る
友
達
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

交
番
、
駐
在
所
に
勤
務
す

る
警
察
官
は
、
地
域
住
民
の

安
全
と
日
常
生
活
の
平
穏
を

守
る
た
め
、
管
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル
や
巡
回
連
絡
な
ど
を

行
い
、
犯
罪
の
予
防
と
検
挙

や
交
通
事
故
の
防
止
な
ど
に

努
め
て
い
ま
す
が
、「
巡
回

連
絡
」
は
、
そ
の
地
域
を
担

当
す
る
警
察
官
が
次
の
こ
と

を
目
的
に
、
皆
さ
ん
の
家
庭

や
事
業
所
な
ど
を
一
軒
一
軒

訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

❶
意
見
要
望
な
ど
の
確
認

　

訪
問
時
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
対
話
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
意
見
や
要
望
な
ど
を
確
認

し
て
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

❷
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

事
項
の
確
認

　

落
と
し
物
が
届
け
ら
れ
た

場
合
の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
必
要
な
こ
と
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

❸
緊
急
時
連
絡
先
の
確
認

　

万
が
一
、
皆
さ
ん
ま
た
は

ご
家
族
が
事
件
・
事
故
や
災

害
な
ど
に
遭
わ
れ
た
場
合
、

家
族
や
親
戚
な
ど
に
緊
急
に

連
絡
を
と
る
た
め
の
必
要
な

事
項
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し

て
い
ま
す
。

❹
事
件
・
事
故
に
遭
わ
な
い

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

皆
さ
ん
の
身
近
で
発
生
し

て
い
る
犯
罪
や
交
通
事
故
な

ど
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

新入学（園）児を交通事故から守ろう
子どもたちに正しい交通マナーを教え、安全運転を心がけましょう

❺
高
齢
者
宅
へ
の
訪
問

　

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
、

悩
み
ご
と
の
相
談
、
犯
罪
や

交
通
事
故
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す

＊
警
察
官
が
、
皆
さ
ん
の
家

庭
や
事
業
所
を
訪
問
し
た
際

に
『
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
』
に

ご
家
族
の
名
前
や
連
絡
先
な

ど
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す

が
、
こ
の
カ
ー
ド
は
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
使
わ

れ
る
も
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す②２月末の村の物件事故発生状況

平成 25 年 24 年
前年比

２月中 累計 累計
42 67 91 － 24

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

平成 25 年 24 年 前年比２月中 累計 累計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

１ ０ １ ３ ０ ６ ４ ０ ７ － 1 ０ － 1

①２月末の村の人身事故発生状況

巡
回
連
絡
に
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
か
、尾
駮
交
番
で
す
」
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　健康 Health

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

　医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

が
想
定
外
の
「
健
康
影
響
」

を
招
く
と
警
告
し
て
い
る
の

で
す
。

　

診
療
所
に
は
、
畑
に
行
っ

て
収
穫
物
を
取
っ
て
く
る
と
重

症
の
じ
ん
ま
し
ん
に
な
る
患
者

さ
ん
や
、
ア
ト
ピ
ー
性
の
皮
膚

炎
や
咳
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
が
た
び
た
び
受
診
さ
れ

ま
す
が
、
な
か
な
か
改
善
で
き

ま
せ
ん
。「
複
合
汚
染
」
が
原

因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

❹「
越
境
汚
染
」

　

今
春
３
月
の

話
題
で
す
。

　

極
め
て
小
さ

な
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
・
５

は
、
中
国
の
黄
砂
に
混
じ
っ

て
飛
ん
で
く
る
大
気
汚
染
物

質
で
す
が
、
花
粉
症
や
気
管

支
喘
息
、
あ
る
い
は
タ
バ
コ

病
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
発
症

と
悪
化
に
関
係
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

や
福
島
の
原
発
事
故
の
放
射

能
汚
染
と
同
じ
よ
う
に
国
境

を
越
え
た
越
境
汚
染
の
例
で

す
。

「複合汚染と健康影響」

❶
「
環
境
汚
染
」

　

環
境
汚
染
に
よ
る
健
康
障

害
を
語
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
汚
染
す
な
わ
ち
曝ば

く
ろ露

（
被
ば
く
）」
と
「
健
康
影
響
」

で
す
。

　

た
と
え
ば
水
俣
病
を
起
こ

し
た
メ
チ
ル
水
銀
の
「
汚
染

す
な
わ
ち
曝ば

く
ろ露
」
は
、
経
口

摂
取
ま
た
は
経
皮
吸
収
に
よ

り
ま
す
が
、
今
日
で
は
大
型

の
魚
類
を
中
心
と
し
た
食
物

の
経
口
摂
取
が
問
題
で
す
。

こ
の
食
物
連
鎖
に
よ
り
濃
度

を
増
し
た
メ
チ
ル
水
銀
は
、

腸
管
か
ら
吸
収
さ
れ
血
液
循

環
系
に
入
り
込
み
、
つ
い
に

は
中
枢
神
経
を
侵
す
と
い
う

「
健
康
影
響
」
を
招
き
ま
す
。

❷
「
放
射
線
被
ば
く
」

　

放
射
能
汚
染
あ
る
い
は
放

射
線
曝ば

く
ろ露
の
タ
イ
プ
は
、
外

部
被
ば
く
と
内
部
被
ば
く
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

　

短
期
の
大
量
の
外
部
被
ば

く
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
、
内
部
被
ば
く
は

体
内
の
臓
器
に
と
っ
て
外
部

被
ば
く
よ
り
も
影
響
力
が
強

い
と
す
る
考
え
が
あ
り
ま

す
。

　

特
に
ア
ル
フ
ァ
ー
線
や
ベ

ー
タ
ー
線
に
よ
る
内
部
被
ば

く
は
、
低
線
量
で
も
長
期
に

わ
た
る
場
合
は「
健
康
影
響
」

が
大
き
く
、
ま
た
放
射
性
核

種
に
よ
り
侵
さ
れ
る
臓
器
が

異
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

❸
「
複
合
汚
染
」

　

有
吉
佐
和
子
作
の
『
複

合
汚
染
』（
１
９
７
５
～

１
９
７
６
朝
日
新
聞
連
載
）

が
私
の
世
代
で
は
有
名
で
す

が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
レ

イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
作
の

『
沈
黙
の
春
』（
１
９
６
２
）

の
「
日
本
版
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

科
学
技
術
が
も
た
ら
す
化

学
物
質
、
殺
虫
剤
や
除
草
剤

な
ど
が
、自
然
界
を
汚
染
し
、

最
終
的
に
は
汚
染
物
質
と
放

射
線
被
ば
く
と
の
複
合
汚
染

❺
「
放
射
性
降
下
物
」

　

原
子
炉
事
故
に
よ
っ
て
放

出
さ
れ
る
放
射
性
降
下
物

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
寿
命
の
異

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
放
射
性
核

種
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
原

子
炉
の
燃
料
や
運
転
時
間
、

事
故
当
時
の
原
子
炉
の
温

度
、
核
種
ご
と
の
沸
点
の
違

い
な
ど
か
ら
、
降
下
物
構
成

の
比
率
が
事
故
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
わ
が
国
の
「
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
（
＊
）」
の
仕
事

で
あ
る
拡
散
粒
子
の
分
布
も

気
象
条
件
が
左
右
す
る
か
ら

複
雑
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
彩
な
条
件

か
ら
、
被
ば
く
を
単
純
に
推

定
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
放
射
性
核
種
と
共

存
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
地

球
上
の
原
発
事
故
の
み
な
ら

ず
再
処
理
工
場
や
、
高
レ
ベ

ル
廃
棄
物
の
こ
と
も
勉
強
し

て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

特
に
放
射
性
核
種
の
放
出

関
係
は
最
も
重
要
で
す
。

　

６
年
ほ
ど
前
に
「
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
の
健

康
影
響
」
に
関
す
る
、
当
事

国
の
医
者
の
論
文
が
英
訳
さ

れ
ま
し
た
が
、「
低
線
量
内

部
被
ば
く
に
対
す
る
、
慢
性

被
ば
く
影
響
の
再
検
討
」
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た

も
の
で
し
た
。

❻
「
最
後
は
努
力
」

　
「
複
合
汚
染
」
に
よ
る
「
健

康
影
響
」
に
つ
い
て
は
、
多

か
れ
少
な
か
れ
誰
も
が
今

も
、
毎
日
受
け
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

特
に
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま

れ
る
粒
子
は
、
複
合
汚
染
物

質
の
最
上
位
に
あ
り
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
ワ

ー
ス
ト
日
本
一
で
あ
る
青
森

県
民
は
、
す
ぐ
に
で
も
「
タ

バ
コ
の
煙
」
を
追
放
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
「
禁
煙
」
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
て
い
る
我
々
六

ヶ
所
村
民
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
健
康
長
寿
日
本
一
を
目

指
し
て
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

（
＊
）
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
の
大
気
中
濃
度
や
汚

染
状
況
を
迅
速
に
計
算
・
予
測

す
る
シ
ス
テ
ム

　

今
年
度
の
健
診
の
申
込
案

内
が
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
と
一
緒
に
各
世
帯
に
郵

送
さ
れ
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

　

自
分
は
健
康
だ
と
思
っ
て

い
て
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
病
気
は
進
行
し
て
い

ま
す
。

　

健
診
は
、
自
分
の
体
を
確

認
で
き
る
唯
一
の
方
法
な
の

で
、
家
族
み
ん
な
で
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

◎
職
場
で
健
診
を
受
診
さ
れ

る
人
へ

受けよう健診！つかもう安心！
25 年度健診の申し込みが始まります

　

職
場
健
診
を
受
診
さ
れ
る

人
は
、
職
場
健
診
に
な
い
検

査
項
目
、
例
え
ば
胃
が
ん
検

診
や
前
立
腺
が
ん
検
診
だ
け

を
村
の
健
診
で
受
診
す
る
と

い
う
の
も
か
し
こ
い
健
診
の

受
け
方
で
す
。

　

が
ん
検
診
は
保
険
証
の
種

類
に
関
係
な
く
、
全
て
無
料

で
受
診
で
き
る
上
、
土
曜
日

に
は
が
ん
検
診
（
複
合
健
診
）

を
、
仕
事
帰
り
に
は
、
夜
間

の
婦
人
健
診
を
受
診
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

健
診
の
申
し
込
み
は
、
５

月
10
日
金
ま
で
で
す
。

　

専
用
の
申
込
は
が
き
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
健

康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
７

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
４
月
よ
り
定
期

予
防
接
種
の
内
容
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
す
。

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

こ
れ
ま
で
生
後
６
カ
月
未

満
と
さ
れ
て
い
た
対
象
年
齢

が
「
１
歳
未
満
」
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
標
準
的
な
接
種
期

間
が
「
生
後
５
～
７
カ
月
」

と
な
り
ま
す
。

　

生
後
５
カ
月
に
な
っ
た

ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
（
１
歳
未
満

で
未
接
種
の
人
は
接
種
で
き

ま
す
）。

■
日
本
脳
炎

○
１
期　

平
成
25
年
度
に
７

歳
ま
た
は
８
歳
に
な
る
お
子

さ
ん
（
平
成
17
年
４
月
２
日

か
ら
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

が
積
極
的
勧
奨
対
象
者
に
加

わ
り
ま
す
。

○
２
期　

平
成
25
年
度
に
18

歳
に
な
る
人
（
平
成
７
年
４

月
２
日
か
ら
８
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
は
、
２
期
の
接
種

の
積
極
的
勧
奨
対
象
者
に
な

り
ま
す
。

　

積
極
的
勧
奨
の
対
象
者
と

な
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

平
成
７
年
６
月
１
日
～
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、１
期
・

２
期
の
接
種
が
終
わ
っ
て
い

な
い
人
（
特
例
対
象
者
）
は
、

20
歳
未
満
ま
で
の
間
、
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
下
記

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
肺
炎
球
菌

　

任
意
接
種
か
ら
定
期
の
予

防
接
種
と
な
り
ま
す
（
実
施

体
制
に
つ
い
て
は
特
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
行

の
ま
ま
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票
は
そ
の
ま
ま
使
用
で

き
ま
す
）。

■
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必

要
と
す
る
疾
病
に
か
か
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
定
期
の

予
防
接
種
の
機
会
を
逃
し
て

し
ま
っ
た
人

　

悪
性
新
生
物
や
、
重
篤
な

心
疾
患
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り

定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
期

間
内
に
、
接
種
で
き
な
か
っ

た
人
に
つ
い
て
接
種
の
期
間

が
延
長
さ
れ
ま
す
（
医
師
の

意
見
書
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
）。

　

対
象
疾
患
、
事
情
、
ワ
ク

チ
ン
の
種
類
な
ど
は
、
個
別

に
判
断
が
必
要
で
す
の
で
、

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
人
は
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
期
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
は
、
個
人
通
知
が
あ
り
ま

す
の
で
、
内
容
を
よ
く
ご
覧

に
な
り
接
種
し
て
く
だ
さ
い

（
日
本
脳
炎
特
例
対
象
者
以

外
）。

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

健康づくり対策室長

　運動や食事を通して生活習慣病を予防して
いただくために、各種教室を開催します。
　気軽に参加してみませんか。

◎３Ｂたいそう教室
■時間　午前 10 時～ 11 時
■開催日　５月 16 日、30 日、６月 13 日、
　27 日、７月 11 日、25 日（いずれも木）
■会場　スワニー
■内容　３Ｂ体操
■持ち物　タオル、飲み物

◎栄養教室
■時間　午前９時 30 分～午後１時
■開催日　４月 24 日水
■テーマ　コレステロール予防の食事
■持ち物　エプロン、米１合

＊申し込みや問い合わせはこちらへ
問健康課　☎ 0175（72）2794

健 康 づくり事 業 のご 案 内

定
期
予
防
接
種
が
変

わ
り
ま
す

米田 喜與志
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Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森
（
大
関
政

敏
代
表
理
事
組
合
長
）
が
２
月

21
日
、
子
ど
も
た
ち
の
給
食
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
村
へ
長
芋

50
㎏
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
室
で
行
わ
れ
た
寄
贈

式
で
は
、
大
関
組
合
長
が
目
録

を
手
渡
し
、「
子
ど
も
た
ち
に

特
産
品
の
長
芋
を
知
っ
て
も
ら

い
、
健
康
で
元
気
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
毎
月
１

回
、
学
校
給
食
へ
長
芋
を
寄
贈

す
る
予
定
で
、
村
内
８
校
の
給

食
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

倉
内
小
学
校
・

平
沼
小
学
校
が
合

併
し
、
第
二
中

　

養
育
医
療
と
は
、
六
ヶ
所
村

内
に
住
所
が
あ
る
未
熟
児
（
身

体
の
発
育
が
未
熟
の
ま
ま
出
生

し
た
０
歳
児
）
で
、
医
師
が
入

院
養
育
を
必
要
と
認
め
た
場
合

に
、
入
院
に
係
る
医
療
費
を
村

で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
未
熟
児
の
扶
養
義

務
者
の
負
担
金
（
徴
収
金
）
が

あ
り
ま
す
。こ
の
負
担
金
額
は
、

世
帯
全
員
の
所
得
税
等
の
合
算

額
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。

　

養
育
医
療
の
給
付
が
決
定
さ

れ
る
と
、
医
療
費
（
医
療
保
険

適
用
分
）
の
自
己
負
担
分
は
、

医
療
機
関
の
会
計
窓
口
に
支
払

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
入
院

し
て
い
る
医
療
機
関
が
青
森
県

指
定
養
育
医
療
機
関
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
）。

学
校
の
南
隣
り
に
４
月
１
日
か

ら
南
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

■
学
校
所
在
地　

六
ヶ
所
村
大

字
倉
内
字
湯
沢
12
―
８

○
開
校
式
典
の
お
知
ら
せ

新
学
期
の
開
始
に
先
立
ち
、
２

年
生
以
上
の
児
童
お
よ
び
全
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
関
係

者
で
開
校
式
典
を
開
催
し
ま

す
。

■
期
日　

平
成
25
年
４
月
６
日

土　

午
前
10
時
～

■
場
所　

南
小
学
校
講
堂

問
教
育
委
員
会

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

　

現
在
お
持
ち
の
資
格
証
の
有

効
期
限
は
、
対
象
児
童
の
誕
生

■
給
付
対
象

⑴
出
生
時
の
体
重
が
２
０
０
０

ｇ
以
下
の
も
の

⑵
生
活
力
が
特
に
薄
弱
で
あ
っ

て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の

症
状
を
示
す
も
の

❶
一
般
状
態

ア
運
動
不
安
、
け
い
れ
ん
が
あ

る
も
の

イ
運
動
が
異
常
に
少
な
い
も
の

❷
体
温
が
摂
氏
34
度
以
下
の
も

の❸
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系

ア
強
度
の
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
持
続

す
る
も
の
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
発
作

を
繰
り
返
す
も
の

イ
呼
吸
数
が
毎
分
50
を
超
え
て

増
加
の
傾
向
が
あ
る
か
、
ま
た

は
毎
分
30
以
下
の
も
の

ウ
出
血
傾
向
の
強
い
も
の

❹
消
化
器
系

ア
生
後
24
時
間
以
上
排
便
の
な

い
も
の

イ
生
後
48
時
間
以
上
嘔
吐
が
持

続
し
て
い
る
も
の

ウ
血
性
吐
物
、
血
性
便
の
あ
る

も
の

❺
黄お

う
だ
ん疸

ア
黄お

う
だ
ん疸
が
生
後
数
時
間
以
内
に

現
れ
る
か
、
異
常
に
強
い
黄
疸

の
あ
る
も
の

月
の
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
継
続
し
て
利
用
す
る
に
は

更
新
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

資
格
証
の
有
効
期
限
が
切
れ

る
と
、
現
物
給
付
の
取
り
扱
い

や
償
還
払
い
申
請
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
更
新

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類

受
給
資
格
証
、
対
象
児
童
の
保

険
証
、
印
鑑

■
申
請
先　

福
祉
課
、
泊
・
平

沼
支
所

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

方
法
は
、
金
融
機
関
な
ど
で
納

■
申
請
方
法

　

次
の
書
類
を
添
え
て
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
養
育
医
療
給
付
申
請
書

②
養
育
医
療
意
見
書

③
世
帯
調
書

④
所
得
税
な
ど
の
税
額
を
証
明

す
る
書
類

⑤
健
康
保
険
証
の
写
し
（
未
熟

児
本
人
が
加
入
し
て
い
る
ま
た

は
加
入
予
定
の
保
険
証
）

＊
①
～
③
の
申
請
書
類
に
つ
い

て
は
、
福
祉
課
窓
口
に
常
備
し

て
い
ま
す

＊
「
所
得
税
な
ど
の
税
額
を
証

明
す
る
書
類
」
に
つ
い
て
は
、

職
種
に
応
じ
提
出
書
類
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
左
記
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

　

詳
し
い
内
容
、
申
請
書
類
な

ど
に
つ
い
て
は
、
六
ヶ
所
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
rokkasho.jp/

）
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

付
書
を
使
用
し
、
支
払
い
を
す

る
方
法
の
他
に「
口
座
振
替（
口

座
引
き
落
と
し
）」
が
あ
り
ま

す
。
自
動
引
き
落
と
し
で
納
め

忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

何
よ
り
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
振
替
手
数
料
も
か

か
ら
ず
、
早
割
・
前
納
を
利
用

し
て
お
得
な
割
引
も
で
き
ま

す
。
こ
の
早
割
・
前
納
で
の
割

引
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
も
ら

え
る
年
金
の
額
が
下
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
資

格
を
取
得
さ
れ
る
人
、
現
在
納

付
書
で
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
い
し
て
い
る
人
、
便
利
な
口

座
振
替
を
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

村
で
は
村
の
躍
進
・
発
展
を

担
う
幅
広
い
人
材
育
成
の
た
め

に
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
対
象
事
業
を
拡

大
し
、
よ
り
幅
広
い
分
野
に
役

立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
下
記
ま
で
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
事
業

○
大
学
院
修
学
（
入
学
金
や
授

業
料
）

○
国
家
資
格
取
得
（
受
験
料
や

旅
費
な
ど
）

○
啓
発
講
座
・
学
習
教
材
（
講

座
開
催
経
費
や
専
門
学
校
、
大

学
の
教
材
費
な
ど
）

○
国
外
留
学
（
渡
航
費
、
入
学

金
、
授
業
料
、
滞
在
費
な
ど
）

○
学
習
す
る
場
の
支
援
（
小
・

中
・
高
等
学
校
資
格
な
ど
の
検

定
費
、
外
国
語
習
得
の
た
め
の

ス
ク
ー
ル
で
の
聴
講
）

○
ス
ポ
ー
ツ
競
技
・
技
術
向
上

　

お
菓
子
作
り
が
趣
味
の
皆
さ

ん
、
外
国
の
お
菓
子
を
作
っ

て
、
食
べ
な
が
ら
お
茶
し
ま
せ

ん
か
？

　

自
宅
で
も
作
れ
る
簡
単
で
お

い
し
い
お
菓
子
の
作
り
方
を
村

在
住
外
国
人
か
ら
教
わ
り
ま
し

ょ
う
♪

■
参
加
予
定
国　

フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ

■
日
時　

４
月
17
日
水　

午
後

１
時
～
４
時

■
場
所　

泊
地
区
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

■
費
用　

材
料
費

■
定
員　

10
人
程
度

＊
希
望
者
は
、
左
記
へ
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
73
）
８
５
７
５

支
援
（
大
会
参

加
経
費
や
合
宿

費
な
ど
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
活
動

支
援
（
活
動
費
な
ど
）

○
職
業
能
力
開
発
学
校
の
支
援

（
入
学
金
や
授
業
料
な
ど
）

○
通
信
教
育
講
座
受
講
（
受
講

料
や
教
材
費
な
ど
）

■
限
度
額

５
万
円
～
１
０
０
万
円

（
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

■
受
付
期
間

平
成
25
年
４
月
１
日
～
９
月
30

日
（
一
次
募
集
）

■
そ
の
他

 

・
助
成
金
は
随
時
交
付
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

 

・
申
請
に
係
る
書
類
は
総
務
課

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

・
事
業
を
中
止
、
中
断
し
た
場

合
は
交
付
を
取
り
消
し
、
ま
た

は
交
付
金
返
還
を
求
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
１
～
２
２
７
）

＊
六
ヶ
所
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.rokkasho.jp/

）

　２月の農業委員会総会が２月
20 日、役場分庁舎３階大会議
室にて開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。

■報告第１号　贈与税納税猶予
及び不動産取得税徴収猶予に関
する証明（農業経営）について
■議案第４号　農地法第３条の
規定による許可申請について

１件　932㎡
■議案第５号　農用地利用集積
計画（案）について

４件　29,704㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第 3 条許可
申請についての記載例などは窓口
にあります。
　次回の総会は、平成 25 年４月
18 日木に開催予定です

　会長の欠員に伴う役員改選が
3 月 15 日に行われ、新たに会
長、会長職務代理者が決まりま
した。
■会長　　　　　　中野渡勝太
■会長職務代理者　田中　良孝

問農林水産課　佐々木
☎ 0175（72）2111（内線 327）

農業委員会だより

農業委員会の新たな
役員が決まりました

Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森
が
村

内
小
・
中
学
校
の
給
食

へ
長
芋
を
寄
贈

平
成
25
年
度
六
ヶ
所

村
人
材
育
成
基
金
助

成
事
業
の
お
知
ら
せ

資
格
取
得
、
自
己
啓
発
な
ど

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

マ
ン
ス
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

４
月
は
お
菓
子
作
り
教
室

国
民
年
金
保
険
料
口
座

振
替
が
便
利
で
す

六
ヶ
所
村
乳
幼
児
等
医

療
費
受
給
資
格
証
の
更

新
手
続
き
に
つ
い
て

六
ヶ
所
村
立
南
小
学
校

が
開
校
し
ま
す

未
熟
児
養
育
医
療
の

給
付
申
請
を
さ
れ
る

人
へ

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
、

申
請
先
が
上
十
三
保
健
所
か

ら
役
場
福
祉
課
へ
変
更
と
な

り
ま
す

給食センター職員へ目録を手渡す
大関組合長㊧、㊨松尾教育長
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自
己
の
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
の
価
格
（
評
価
額
）
を
他
の

土
地
・
家
屋
と
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
縦
覧
帳
簿
を
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

■
縦
覧
で
き
る
期
間　

平
成
25

年
４
月
１
日
～
５
月
31
日
（
土

日
、
祝
日
を
除
く
）　

午
前
９

時
～
午
後
４
時

■
縦
覧
で
き
る
場
所

六
ヶ
所
村
役
場　

税
務
課

■
縦
覧
で
き
る
人

固
定
資
産
税
の
納
税
者
（
同
一

世
帯
人
、
代
理
人
、
納
税
管
理

人
を
含
む
）

■
縦
覧
で
き
る
事
項

○
土
地　

所
在
地
、
地
目
、
地

積
、
価
格
（
評
価
額
）

○
家
屋　

所
在
地
、家
屋
番
号
、

建
築
年
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
価
格
（
評
価
額
）

問
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
７
）

■
運
動
の
目
的

広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と

と
も
に
、
県
民
自
身
に
よ
る
道

路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

■
運
動
期
間　

平
成
25
年
４
月

６
日
土
～
４
月
15
日
月
ま
で
の

10
日
間

■
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則

の
周
知
徹
底
）

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

◇
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日　

４
月
10
日
水

　

昭
和
43
年
以
降
、
全
国
で
交

通
死
亡
事
故
が
な
か
っ
た
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。
県
民
総
ぐ
る
み

で
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

　

運
転
者
は
、
速
度
を
控
え
め

に
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に
対

す
る
思
い
や
り
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
横
断
時
の
安
全

確
認
の
徹
底
や
、
反
射
材
を
活

用
し
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
県
内
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
高
齢
者
を
狙
っ
た
健

康
食
品
な
ど
の
電
話
勧
誘
販
売

や
訪
問
販
売
な
ど
の
被
害
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
の
無
い
も
の
は
、
は
っ

き
り
と
断
る
勇
気
を
も
っ
て
く

だ
さ
い
。
電
話
勧
誘
や
訪
問
販

売
な
ど
の
購
入
は
充
分
注
意
し

て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
注
文
し
て
い
な
い
の

に
、
商
品
が
送
ら
れ
て
く
る
な

ど
の
被
害
も
あ
り
ま
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
周
囲
の
人
も
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
３
３
４
３

問
総
務
課　

橋
本　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

　
「
２
０
１
３
北
海
道
・
東
北

Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
十
和

田
」
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
に
携
わ
り
、
主
催
者
の
一
員

と
し
て
ま
ち
お
こ
し
に
か
か
わ

っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
25
年
９
月
７
日

土
、
８
日
日　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
（
活
動
時
間

は
目
安
）

■
活
動
内
容　

出
展
団
体
補

助
、
会
場
案
内
、
交
通
誘
導
、

清
掃
等

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
、
昼
食
を
用
意
し
ま
す

■
対
象　

高
校
生
以
上
の
人

※
高
校
生
は
保
護
者
の
承
諾
が

必
要
で
す

■
申
込
期
間　

４
月
１
日
月
～

６
月
30
日
日

■
申
込
方
法　

事
務
局
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
、E-m

ail

、
ご

持
参
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

申
込
者
に
対
し
て

は
、
後
日
、
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

問
２
０
１
３
北
海
道
・
東
北
Ｂ

―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
十
和
田
実

行
委
員
会　

事
務
局

（
〒
０
３
４
―
０
０
８
２　

青
森

県
十
和
田
市
西
二
番
町
４
―
11

　

十
和
田
商
工
会
館 

４
Ｆ
）

☎
０
１
７
６
（
24
）
１
６
３
５

（
直
通
）

（E-m
ail: b

1.to
w

ad
a@

gm
ail.com

）

玉
たまうち

内那
な ゆ た

由太（義一）尾駮レイクタウン
田
た な か

中　湊
み な と

人（寿一）千歳平
和

わ だ

田　瑛
い お

桜（佑介）倉内
三
み う ら

浦　琉
る あ ん

愛（洋一）泊
吉
よしかわ

川　桔
きっぺい

平（輝房）千歳平
福
ふくおか

岡　千
せ な

愛（一真）千歳平
吉
よ し だ

田　夏
か の ん

音（茂光）泊

六ヶ所村の人口
（２月 28 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,874 － 10
女 5,177 － 10
計 11,051 － 20

世帯数 4,613 －２

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

太田　　洋（岩手県）
田中　貴子（五戸町）
斎藤　大雅（尾駮浜）
吉田　聡子（尾駮浜）
小泉　郁弥（新城平）
田澤奈津子（青森市）
畠山　光将（六戸町）
髙梨亜由美（倉内）

ご結婚おめでとう

２月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175(72)2111（内線 117）

　

青
森
県
で
は
、
県
税
の
口
座

振
替
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
口
座
振
替
が
利
用
で
き
る
県
税

○
個
人
事
業
税　

８
月
、
11
月

納
期
分
（
定
期
賦
課
分
）

○
自
動
車
税　

６
月
納
期
分

（
定
期
賦
課
分
）

○
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

な
ど　

中
間
申
告
、
確
定
申
告

分○
軽
油
引
取
税　

特
別
徴
収
義

務
者
の
申
告
分
（
徴
収
猶
予
分

は
除
く
）

※
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
書
が

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

口
座
振
替
に
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

■
振
替
日

○
個
人
事
業
税
、
自
動
車
税　

納
期
限
の
日

○
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

な
ど
、
軽
油
引
取
税　

申
告
期

限
の
翌
月
25
日

■
申
込
期
限

○
個
人
事
業
税　

８
月
中
旬

○
自
動
車
税　

４
月
30
日

○
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

な
ど
、
軽
油
引
取
税　

申
告
期

限
の
日

■
申
込
方
法　

納
税
者
本
人
の

通
帳
と
預
金
届
出
印
を
ご
持
参

の
上
、
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は

各
地
域
県
民
局
県
税
部
の
窓
口

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
取
り

扱
い
金
融
機
関
ま
た
は
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
５
）

co.jp/

）

所
で
喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必

ず
消
す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て

な
い
こ
と

 

・
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と

お悔やみ申し上げます
三上　ソヨ　80 才（倉内）
佐藤　信一　80 才（千歳平）
林下　キミ　80 才（泊）
舘　福次郎　86 才（泊）
新舘　清　　58 才（階上町）
大地　弘　　75 才（泊）
小泉みどり　99 才（新城平）
田中ゆきゑ

え

　84 才（倉内）
田中　その　83 才（倉内）
寺下　勇夫　64 才（尾駮）
村木　正七　76 才（老部川）
円子　正儀　75 才（泊）
三浦　なつ　74 才（泊）
廣瀬　一郎　87 才（老部川）
戸田　健治　88 才（戸鎖）

＊先月号「戸籍の窓」掲載の氏名が間
　違っていましたので、訂正し、お詫
　び申し上げます
○ご結婚おめでとう○
　髙橋　涼平（尾駮）→髙橋　諒平
　冨久尾千里（北海道）

平
成
25
年
度
固
定
資
産

税
に
か
か
る
縦
覧
に
つ

い
て

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

高
齢
者
を
狙
っ
た
電
話

勧
誘
や
訪
問
販
売
被
害

が
急
増
し
て
い
ま
す

２
０
１
３
北
海
道
・
東
北
Ｂ

―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す

公
立
野
辺
地
病
院　

眼

科
外
来
診
療
日
変
更
の

お
知
ら
せ

三
沢
空
港
＝
大
阪
（
伊

丹
）
線
が
３
月
31
日
か

ら
再
開
し
ま
す

平
成
25
年
度
山
火
事
予

防
運
動
期
間
が
始
ま
り

ま
す

平
成
25
年
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期
間
で
す

県
税
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
＜３つの習慣・４つの対策＞

◆３つの習慣
　①寝たばこは、絶対やめる
　②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
　③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
◆４つの対策
　①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
　②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する
　③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
　④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/Information Square

　

三
沢
空
港
振
興
会
で
は
、
三

沢
空
港
を
起
点
と
す
る
地
域
振

興
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
運

休
し
て
い
た
三
沢
＝
大
阪
（
伊

丹
）
線
が
25
年
３
月
31
日
日
か

ら
再
開
し
ま
す
。

　

機
材
は
小
型
機
エ
ン
ブ
ラ
エ

ル
１
７
０
（
76
席
）
を
使
用
し
、

１
日
１
往
復
運
航
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
大
阪
（
伊
丹
）
→
三
沢
線

■
便
名　

Ｊ
Ａ
Ｌ
２
１
６
３

■
出
発
時
間　

午
前
10
時
55
分

■
到
着
時
間　

午
後
０
時
30
分

○
三
沢
→
大
阪
（
伊
丹
）
線

■
便
名　

Ｊ
Ａ
Ｌ
２
１
６
４

■
出
発
時
間　

午
後
１
時

■
到
着
時
間　

午
後
２
時
45
分

＊
ご
予
約
は
近
く
の
旅
行
会
社
ま

た
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（http://w

w
w

.jal.

■
統
一
標
語

「
山
の
火
事　

も
と
は
小
さ
な

　

火
種
か
ら
」

■
実
施
期
間　

平
成
25
年
４
月

27
日
土
～
５
月
６
日
月

■
重
点
事
項

 

・
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た

き
火
を
し
な
い
こ
と

 

・
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中

は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後

は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と

 

・
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

 

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を

必
ず
受
け
る
こ
と

 

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
眼
科
外

来
の
診
療
が
週
１
回
と
な
り
、

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
４
月
よ
り
眼
科
外
来
の

診
療
日
が
週
２
回
に
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
眼
科
外
来

週
２
回
（
月
曜
と
木
曜
）

問
公
立
野
辺
地
病
院　

医
事
グ

ル
ー
プ

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

戸籍の窓
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図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175（72）3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/
日・曜 行事名 時　間 場　所

1 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

2 火

３ 水

４ 木

５ 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

6 土 六ヶ所村立南小学校　開校式 10：00 ～ 南 小 学 校

7 日

8 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

9 火
７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

10 水

11 木
１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

12 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

13 土

14 日

15 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

16 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

17 水

18 木

19 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

20 土

21 日

22 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

23 火

24 水 栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

25 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

ＣＫＤ（慢性腎臓病）のステージに応じて、
１日に食べる食品と量を選ぶ食事療法の
実践法を献立とともに紹介。そのまま実
行することで、献立の立て方が自然に身
につく。外食の食べ方アドバイスも掲載。

腎臓病に効くおいし
いレシピ

川村哲也監修

弘前・津軽・白神山地の旅の情報を、「み
る」「たべる」「かう」「とまる」の４つの
ジャンルにわけて紹介。新しい旅のプラ
ンも提案する。とりはずせるＭＡＰ付き。

（データ：2011 年 11 月現在）

ことりっぷ　弘前
津軽　白神山地

昭文社編

十和田・奥入瀬・弘前・青森・恐山の旅
の情報を「みる」「たべる」「かう」「くつ
ろぐ」「とまる」の５つのジャンルにわけ
て紹介。新しい旅のプランも提案する。
とりはずせるＭＡＰ付き。（データ：2011
年 11 〜 12 月現在）

ことりっぷ　十和田
　奥入瀬

昭文社編

地上デジタル 11ch「ロック TV」

４月の番組表

和テイストと洋テイスト、いけばなとフ
ラワーデザインのよい部分のみを融合さ
せた著者独自の理論「Ｎスタイル」をも
とに、枝物を生かすアレンジスタイルを
紹介。枝物のテクニックも満載。

枝物フラワーアレン
ジメント

永塚慎一著

 村のスケジュール４月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記
３月は小中高の卒業式へ取材に行ってきました。式の中で卒業生たち一人一人がお世話になった皆へ語るたくさんの「ありがとう」を聴きました。
卒業生、在校生、先生、そして保護者の皆さんの想い・涙あふれる卒業式に、私も胸がいっぱいになりました○広報を担当してから右も左も分からず、
色んな想いを抱えながら手探りで歩いた１年が終わろうとしています。広報という仕事でなければ今まで感じることも、知れなかったこともありま
した。新年度からはそんな想いを「伝える」に変え、意欲的に取り組んでいきたいと思います。また１年、新鮮な気持ちで歩き出しましょう（能登）
● 3 月は別れの季節。小学校、中学校の卒業式を取材させていただきました。卒業されたみなさん、ご卒業おめでとうございます。春からは新一年
生として新しい環境が待っています。焦らず、頑張りすぎず、友だちと新しい学校生活を楽しんでください（須藤）

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、４月は
以下の番組を放送します。
　ぜひ、ご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見る
ことができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ　４月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事
予定）、ごみの収集日程などを文字放送でお知ら
せします。

❷（仮称）まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当３年目になっても″まだ新米カメラマン″が
取材・編集した、村のトピックス（話題）をお届
けします。

※番組では、一部内容を変更して放送する場合があ
ります

❸まだ新米カメラマンどこへいく !? バックナン
バー　（４月放送分　13・14th）

❹写真で巡るろっかしょ
　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りし
ます。あなたの笑顔が映るかも！

❺ア・ラ・カルト BOX
　下記の番組の中から１番組（30 分）ずつ放送
します（☆は新番組）。
☆①異文化交流フェア 2013
　②六ヶ所村立郷土館
　③ 2011 たのしむべ！フェスティバル
　④ふるさとの風景　～春・夏～
　⑤ろっかしょ味めぐり～春の山菜～

❻青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示しま
す。

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

　36th は、①異文化交流フェア 2013（２月 24
日収録）、②千歳中学校卒業式（３月８日収録）、
③ Rokkasho Rock Festival Vol．5（３月９日収録）、
④平沼小・倉内小卒業式（３月 19 日収録）を放
送します。
　37th は、①平沼保育所入所式（４月１日収録
予定）、②南小学校開校式および入学式（４月６・
８日収録予定）、③泊中学校入学式（４月８日収
録予定）を放送します。

時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　④ふるさとの風景

7 時
15 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
45

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報
8 時 00

9 時

00 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　☆①異文化交流フェア

10 時
15 ❸まだ新米カメラマン　バックナンバー
45 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真

11 時
15 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
30 ❹ア ･ ラ ･ カルト　⑤ろっかしょ味めぐり

12 時

00 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
15 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
45 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

13 時

00 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　③ 2011 たのしむべ

14 時
15 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
30 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真

15 時

00 ❸まだ新米カメラマン　バックナンバー
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　①六ヶ所村立郷土館

16 時 30 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真

17 時

00 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
15 ❹ア ･ ラ ･ カルト　☆①異文化交流フェア
45 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）

18 時
00 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
30

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報
19 時 00

20 時

00 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　☆①異文化交流フェア

21 時
15 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
30 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真

22 時

00 ❸まだ新米カメラマン　バックナンバー
30 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　☆①異文化交流フェア

23 時
15 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
45 ❷（仮称）まだ新米カメラマン 36th（16 日～ 37th）

０時
I

６時

00 ❶広報４月、テレビ電話、❸写真
30

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報
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Rokkasho RockFestival Vol.5
迫力の演奏響かせ、多彩なステージを披露

Pick Up Topics4
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1・9_E-ROCKs' は ノ リ の い い ５ 曲 を 披 露 し 会 場 を 沸 か せ た　2_ 力
の こ も っ た ボ ー カ ル で 聴 か せ る サ ニ タ リ・ エ ン ジ ニ ア　3・6_
CORE PRIDE は 勢 い の あ る 演 奏 で『UVERworld』 な ど ５ 曲 を 披 露
4_ROCK 趣 〜 s を 応 援 す る 来 場 者　5_ACID RAIN は 息 の 合 っ た 演
奏 で　7_ROHS（ 六 ヶ 所 高 校 吹 奏 楽 ） の 演 奏 に あ わ せ て、 六 高 パ
ソ コ ン 部 ２ 人 が 美 声 を 響 か せ た　8_ 初 出 場 の ZERO LINE は 黒 で 統
一 さ れ た 衣 装 で『BOØWY』 の 曲 を ５ 曲 披 露　10_ エ ン デ ィ ン グ で
は ROCK 趣 ~s の演奏と会場がひとつになり、歌声が会場に響いた
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1

２

伝えたい、六ヶ所の風景。
枯
か れ の

野に生まれる春

3

早春、雪山からのまだ冷たい風が、枯
か れ の

野を駆け抜ける。
その風は雪解けをうながして、枯

か れ の

野に春の訪れを告げ、
水
みずばしょう

芭蕉の花が雪解けの水面に生まれる。

1_ 水辺に咲くミズバショウはサトイモ科の植物で、花が終わった後に伸び
る大きな葉が芭

ば し ょ う

蕉の葉に似ていることからつけられた名前　2_ ミズバショ
ウと同じサトイモ科のザゼンソウ。ミズバショウより少し早い時期に咲く。
肉
に く す い か じ ょ

穂花序（花の中心にある棒状のもの）が、僧侶が座禅を組んでいる姿に
似ていることからこの名前がついた　3_ ザゼンソウの花は、自ら熱を出し
て周りの雪を溶かして花を咲かせる。発熱して体温を 20℃程に維持するこ
とで、花を寒さから守ります（写真はザゼンソウのサーモグラフ、赤い部
分が肉

に く す い か じ ょ

穂花序で約 25℃を示している。岩手大学　伊藤菊一教授の HP より
転載）（山上睦さん〈（公財）環境科学技術研究所〉）


